
日立ソリューションズは、日本初のServiceNowパートナーであり、Services部門・Sales部門におけるElite Partnerです。
また幅広い分野で、長年にわたりソリューション、サポートサービス、プロダクトを包括的に提供している
ソリューションプロバイダーでもあります。日立ソリューションズでは、こうした実績と経験を、
ServiceNowの提供にもフルに活用していきます。安心してお任せいただけます。

＊5：2019年10月時点で約70社の実績あり
＊6：https://www.servicenow.co.jp/partners/find-a-partner/hitachi-solutions--ltd-.html

社内のさまざまな業務に、人に、明日に

詳しくは製品情報サイトへ S e r v i c e N ow　日立 検索

よりわかりやすく、使いやすく…
ServiceNowの多機能・高機能をフルに生かす機能です。

日本初のServiceNowパートナーであり、Elite Partnerでもある
日立ソリューションズにお任せください。

ServiceNowは、提供するすべてのサービスについて、パフォーマンス
分析、レポート、ダッシュボードの機能を備えています。
たとえば、サービスの対応状況であれば、SLA＊4達成率、顧客（従業員）
満足度、エスカレーション率などをサービスごとに集計して表示。具体的
な実績データをもとに把握・分析できるため、よりスピーディな課題の
抽出、より適正なリソース配分などを行うことができます。

パフォーマンス分析、レポート、ダッシュボード

▶国内トップクラスの導入実績＊5をもとに、業務変革の提案・導入・サポートをワンストップで提供。

▶国内トップクラスの認定資格取得者＊6による高い技術力と多数の導入・構築で培ったノウハウを適用。

▶国内トップクラスの顧客満足度＊6と評価されるきめ細かなソリューションとして提供。

▶日立ソリューションズ独自のテンプレートにより、高品質を維持しながら導入のコスト・期間を短縮。

▶日立ソリューションズ取扱製品との連携によるシステムとしての構築も可能。

ストレスなく、使いこなしていただくために備えた各種補助機能。
ServiceNowの大きな特徴の一つです。

社内システムへの
プロビジョニング・

コマンド発行で自動化し、
生産性を向上。

複数のページに
またがる一連の手順
案内にて利便性を向上。

自動対応により従業員
エクスペリエンスを

向上。

ユーザーエクスペリエンス＆オートメーション

Elite Partnerは、ServiceNowの
パートナープログラムにおける最高
ランクのパートナー称号です。顧客
満足度、資格取得者数、導入実績
数などでランクが決定されます。

＊4：SLA（Services Level Agreement）
      サービスレベルの合意のことで、品質保証の契約を意味。提供者が顧客に対して、サービス内容と範囲などを明文化した契約または契約書を指します。

答えが欲しい
情報が欲しい

オーケスト
レーション

ガイド付き
ツアー

バーチャル
エージェント

操作が
わからない

パスワードを
忘れた！

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/servicenow/

※ServiceNowは、米国 ServiceNow,Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 ※その他、本カタログ中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中および図
中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理
関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本カタログ中の情報は、カタログ作成時点のものです。
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利用者と管理者、それぞれに必要な対応をスピーディに実施。原因
調査や復旧はもちろん、被害の拡大・再発防止、変更・リリース管理、
プロセスの自動化までカバー。ITIL＊1に準拠し、さらにはモバイル
利用など、必要に応じた拡張が可能です。

ServiceNowの
ITサービスマネジメント・自動化

その対策に、改革に、
ServiceNowが効果的です。

ServiceNowとは何か？　SaaS型プラットフォーム、デジタルワークフロー、働き方改革…といった言葉で表現されます。

本パンフレットでは、どんな課題を解決できるのか、どんな効果をもたらすのか、という視点から、

ServiceNowをお伝えすることにしました。

みなさまの業務に、携わる人に、明日への取り組みにも、思い当たることや類似するケースがあるはずです。

情報の一元化・統合管理により、業務の可視化・効率化を実現。たとえ
ば社内の申請業務の場合、ポータルと構造化されたワークフローで、
混在する手続・提出先・アプリケーションや用紙、拠点や部署ごとの
独自ルール、煩わしい電話対応などの問題を解消します。

ServiceNowによる
業務の可視化・効率化

プロジェクトの着手前・進行時に、経営層が必要
とする投資判断の材料を、よりわかりやすく可視
化して明示。費用対効果を踏まえた決裁、事業
目的に沿った予算の計画や分配を実現。企業の
IT戦略だけでなく、従業員からのアイデア・要求
も投資対象にできます。

ServiceNowの
全社デマンド管理
による投資最適化

社内で推進するさまざまなプロジェクトをトータルに管理。WBS＊2の
作成、プロジェクトKPI＊3によるトラッキング、プロジェクト規程の遵守
など、リスクに備えたプロセスもサポート。状況把握や、予実の俯瞰的
な分析が、容易に行えるようになります。

ServiceNowの
全社プロジェクト管理

ServiceNowのポータルとワークフローは、申請フ
ローの自動化も実現。物品の購入、会議室の予約、
顧客の来館申請、従業員カード申請…など、社内の各
種サービスをカタログ形式で用意。選択・登録するだけ
で使用することができ、システム任せにできます。

ServiceNowによる
モダナイゼーション

ServiceNowのワークフローは、カスタマーエクスペリエンスの向上にも
貢献。顧客からのサービス申込、FAQやチャットボットによる問い合わせ、
コミュニティなどを実装し、運営スタッフの各種対応への負担軽減、状況の
把握・分析、部門間での連携・情報共有にも効果を発揮します。

ServiceNowによる
カスタマーエクスペリエンスの向上

＊1：ITIL（Information Technology Infrastructure Library）
      IT提供者に要求すべきサービス機能を整理し、まとめられた書籍群。ITサービスマネジメントのベストプラクティス（成功事例）を集めたフレームワークとして世界で認められています。
＊2：WBS（Work Breakdown Structure）
      プロジェクトマネジメントで計画を立てる際、必要となる手法の1つ。「作業分割構成」や「作業分解図」などとも呼ばれ、プロジェクト全体を細かく分割した構成図になります。
＊3：KPI（Key Performance Indicators）
      定量管理を行う上での「重要業績評価指標」。組織の目標達成の度合いを定義するための補助となる数値化された計量基準群です。

社内システムにトラブル発生！
メールでのやりとり・

スプレッドシートでの管理に限界！

デマンド（案件）の
費用対効果が不明！

プロジェクト管理に不安とストレス！

社内の問い合わせ先や
申請方法がバラバラ！

顧客向けの新しいサービスが必要！


